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Summary
Key competency should be formed continuously at any stage of life.
Also desirable patterns of the key competency must be the same. For continued learning objectives must be 
of the same type. To use this idea, key competency must be appraised by unified measures, controlled, and 
modified into better patterns.
In school education, a concept Power to Live is defined as the key competency, and an assessment is 
decided. As for social education, education in companies, and along with organized activities, their own 
suitable assessment, which are different from that of the evaluation in schools, are constituted. In other words 
there is not any unified evaluation criterion now. So it’s difficult to consider that key competency at each stage 
is of the same type. Although it is argued that it is necessary to give one’s learning continuance at each stage 
of lifetime, it is hard to determine whether the continuance is maintained in one’s learning.
The purpose of this paper is studying to answer this question.
はじめに
近年、生きて行くために必要な学力の要素を表現する言葉としてキー・コンピテンシーが使われ
るようになった。この概念は、OECD が各国の教育政策や労働政策を調査するに当たって、共通に
使える評価尺度として定義されたものである。至近な例では初等中等教育における学習到達度調査
（PISA）や高等教育が視野に入れている学習成果の評価（AHELO）のキ ・ーコンピテンシーがある。
生きて行くための学力の要素という意味からすれば、キー・コンピテンシーは生涯のどの段階にお
いても形成され続けられるべきものであろう。また望まれるキー・コンピテンシーのパターンは、
生涯のどの段階においても同型であるべきと考えられる。なぜなら中教審を始めとする審議会が提
言する、生涯の各段階における学習に連続性を持たせるためには、学習目標が同型で同方向に伸び
た継ぎ手がなくてはならないからである。この考えを踏襲するためには、キー・コンピテンシーを
生涯の各段階において統一的評価尺度によって評価し、その形成を望ましいパターンに変容し、接
続を容易にするための制御が必要になる。
学校教育においてはキー・コンピテンシーとして「生きる力」と言う概念が定義され、これを評
価する評価法が定められている。また社会教育、企業内教育、組織活動についてはそれぞれに適応
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した評価法が定義されているが、学校教育における評価法とは異なっている。つまりこれら全てを
包含する統一的評価法は今のところ無いと思われる。したがって生涯の各段階におけるキー・コン
ピテンシーが同型になっているとは考えられない。それゆえ生涯の各段階における学習に連続性を
持たせることの必要性は論じられているが、学習に連続性が保たれているか否かの判定は難しい。
本論文の目的はこの疑問に応えるための研究にある。
１ ．生涯の各段階に定義されているキー・コンピテンシー形成パターン
以下に、生涯の各段階におけるキー・コンピテンシーの形成パターンと、それがどこに述べられ
ているかをまとめる。
１ ）幼児教育段階
2000年 ４ 月施行された「幼稚園教育要領」と「保育所保育指針」は200８年 ４ 月に改定された。保
育指針はこれまで厚生労働省児童家庭局長通知の形を取っていたが、今回から厚生労働大臣による
告示となった。従前より保育所は養護と教育を一体的に行うことを特性としていたが、今回の改定
においても教育に関わる内容は、19６３年文部・厚生両省共同通達で「教育に関するものは幼稚園教
育要領に準じることが望ましい」とされている点を踏襲している。したがって幼児教育段階では幼
稚園教育要領で示されている「ねらい」「内容」「内容の取扱い」に、この段階のキー・コンピテン
シーが明示されていると考えられる。「ねらい」「内容」「内容の取扱い」は心身の健康に関する領
域「健康」、人とのかかわりに関する領域「人間関係」、身近な環境とのかかわりに関する領域「環
境」、言葉の獲得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」の ５ 領域に区分され、
望まれる発達の方向性であるとしている。したがって、統一的評価尺度の検討に当たっては、この
５ 領域に示されている内容を分析すればよい。
２ ）初等中等教育段階
200８年 ３ 月に告示された小・中学校の新学習指導要領、2009年 ３ 月に告示された高校・特別支援
学校の新学習指導要領のベースとなっている中教審答申は、「生きる力」は「確かな学力」「豊かな
心」「健やかな体」「公共の精神、伝統や文化の尊重」を調和させたものであり、キー・コンピテン
シーと類似した概念であるとしている。
このことから初等中等教育におけるキー・コンピテンシーは「生きる力」であると考えたい。初
等中等教育段階において「生きる力」を育成するための具体的施策を示しているのは、学習指導要
領であるから、この内容を統一的評価尺度検討の対象とすればよい。対象とする学習指導要領は、
連続した教育内容を指向するという趣旨に沿えば、初等中等教育の中間に当たることから中学校教
育のものとすることが妥当と考える。
３ ）高等教育段階
200８年12月2４日付、中央教育審議会の答申「学士課程教育の構築に向けて」は、「学士課程共通
の学習成果に関する参考指針」を示した。これは高等教育段階のキー・コンピテンシーと考えられ
るので、この具体的内容を統一的評価尺度検討の対象とすればよい。しかし、初等中等教育段階の
学習指導要領のようなものは無いので、各高等教育機関はこの参考指針に沿って教育課程を編成す
る必要があるが、本論文が研究主題とするキー・コンピテンシーの統一的評価尺度を見いだすとい
う観点にも配慮する必要があると考える。
この参考指針は次のように大きく分けられている。①専攻する学問分野の基本的な知識を体系的
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に理解し、自己の存在を自己を取り巻く諸事象との関連において理解する、②次のような汎用的技
能を身に付ける。コミュニケーション・スキル、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、
問題解決力、③次のような態度・志向性を身に付ける。自己管理力、チームワーク、リーダーシッ
プ、倫理観、社会的責任感、生涯学習力、④統合的な学習経験と創造的思考力。
４ ）就労期段階
就労期は乳幼児期・学齢期を通して一定のキー・コンピテンシーにしたがって身に付けてきた多
くの生活経験や基礎的・基本的知識及び技術を現実の世界で活用するとともに、よりよい現実の世
界を創造するために応用する時期に当たる。さらには現実生活をする中で、学齢期に継続して知識・
技術を深め、人間性を高め、自らの所属する家庭・企業・地域社会を介して社会に貢献する時期で
ある。
このような認識のもと、企業が求めるキー・コンピテンシーを実例から探し求め、統一的評価
尺度検討の対象としたい。19６0年代以降、日本の工業製造現場で盛んに行われるようになった QC
サークル活動は、次第に非製造部門の業務改善にもその手法が取り入れられるようになった。QC
活動はやがて TQC 活動へと発展し、これらをベースにして企業業績を向上させるためのキー・コ
ンピテンシーが定義された。ピータ ・ーセンゲが提唱する「学習する組織」論 1 ）はその一つと言える。
この理論は「学ぶべき理論と技術・実践すべき課題」に ５ つの領域があるとする。 1 つは「自己実
現」で組織の成員が「忍耐力を養い、現実を客観的に捉え個人の視野を常に明瞭にして深めてゆく
こと」。 2 つは「メンタルモデル」で、例えば組織のビジョンについて最初から「われわれの心に
固定化されたイメージや概念のことで、われわれ自身意識していない場合がほとんどである。これ
が世の中をどう捉えるか、どう行動するかに影響をおよぼす。このイメージを発掘し精査すること
が重要」。 ３ つは「共有ビジョン」で「共通のアイデンティティと使命感のもとに組織の人々を結
束させるもの」。 ４ つは「チーム学習」で「メンバーが個々のメンタルモデルを棚上げし共同思考
に入ること。チームが学べなければ組織は学ぶことができない」。 ５ つは「システム思考」で上に
述べてきた ４ つの学習領域を統合する概念の枠組みで「全体のパターンを明らかにし、それを有効
に変えて行く術を人々に把握させる知識とツールの総体である」としている。本論文ではこの流れ
を三井銀行の TQC 活動実践記録2 ）から要約し、就労期段階におけるキー・コンピテンシーを抽出
したものを統一的評価尺度検討の対象とする。三井銀行の実践は、製造業の TQC 活動から生まれ
た理論が、如何なる企業においても適用可能であることを実証した点において高く評価されよう。
学校組織と三井銀行の例で示した企業組織を、統一的評価尺度で分析するに当り両組織の類似性
を拾い出し表 1 に示した。企業活動は表 1 で見るように学校教育活動と高い類似性を持つ。した
がって両組織を統一的評価尺度で分析することの妥当性の一端がここに見られる。
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表 1 　学校と企業の類似性
学校 企業（三井銀行）
共通目標 生きる力、共生 生きる力、共生
各目標
（理念）
確かな学力…知識、技能、学ぶ意欲など
豊か な心…自らを律し、他人と協調し、思い
やる心など
健や かな体…たくましく生きる心身の健康と
体力
国際性豊かにして発展する、社会に役立つ銀
行、お客から信頼され愛される、自主性・創
造性を生かす、人間味溢れる、チャレンジ精
神を持った行員
実施要領 学習指導要領（カリキュラム）など 社内の業務規定
仕　事 各教科、道徳、特別活動、総合学習等の授業 日常定型業務、企業内教育、OJT
改革の実践
目標 （理念）達成のための教育現場における
実践的研究
　　・ 生涯学習に一貫性を付与するような教
育実践
目標 （理念）達成のための職場における実践
的研究
　　・ 「業務サークル活動」はトップダウン（指
示ベース）
　　・ 「自主サークル活動」はボトムアップ
５ ）高齢期段階
2009年 ８ 月の総務省統計局発表によれば、同年 ３ 月段階で６５歳以上の日本人は日本人人口の
22.６％、したがっておよそ４.４人に 1 人となっている。少子化に伴うこの高齢化傾向は今後とも進
むとされていることを思えば、社会における高齢者のあり方を高齢者自身、そして高齢者を支える
べき世代の人が考えてゆかねばならない。そのための第一歩は高齢社会への認識を高めることであ
ろう。少し古いデータであるが、平成1３年総務省が行った「社会生活基本調査」から、６５歳以上及
び４５～４9歳の全ての人の 1 日の行動種類別・行動時間の総平均（ 1 週間のうちの平日、休日加重平
均）を表 2 と図 1 に示した。グラフは睡眠を除いて６５歳以上の人の行動種類を行動時間の多い順に
並べ替えたものである。これより就労期の人との比較において、高齢者のおおまかな行動を知るこ
とができる。
表 2 　 1 日の行動種類別・行動時間
行動の種類
時間（時・分）
行動の種類
時間（時・分）
６５歳以上 ４５～４9歳 ６５歳以上 ４５～４9歳
睡眠 ８．２８ ７．０２ 移動（除通勤・通学） ０．２６ ０．２７
身の回りの仕事 １．２２ １．０８ TV・ラジオ・新聞等 ３．５１ ２．０５
食事 １．５７ １．３３ 休養・くつろぎ １．４１ １．０５
通勤・通学 ０．０６ ０．４３ 学習・研究（除学業） ０．０７ ０．０７
仕事 １．２６ ６．１８ 趣味・娯楽 ０．４３ ０．２４
学業 ０．００ ０．０１ スポーツ ０．１２ ０．０６
家事 １．５２ １．５３ ボランティア・社会活動 ０．０５ ０．０３
介護・看護 ０．０５ ０．０４ 交際・付き合い ０．２１ ０．１８
育児 ０．０２ ０．０３ 受診・療養 ０．２６ ０．０６
買い物 ０．２４ ０．２０ その他 ０．２０ ０．１３
この表やグラフから高齢者が生き甲斐とする多様な行動内容が伺える。高齢者が自分のおかれた
人的・物的・経済的環境、また自身の肉体的・精神的状態に合わせて、満足できる生涯を送れるよ
うなキー・コンピテンシーは何かを明らかにし、これを達成するための手立てを講じなければなら
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ない。そのためにはまず一般的に見た高齢者の特性を明らかにすること。つづいてこの特性に合わ
せて生き甲斐づくりに役立つキー・コンピテンシーをまとめ、統一的評価尺度で分析すればよい。
高齢者の特性を鈴木眞理氏の著書 ３ ）から要約してみる。①中年期以降、生物学的には老化が進
行するが、心理学的には多くの人生経験を通して人格の円熟・知恵の獲得を果たし最も高次の徳を
得ること、②19６0年代、キャッテル、ホーンらによって発表された流動性知能（青年期をピークと
する短期記憶・概念形成・事象間の関連化・推論・情報処理・瞬発力など）と結晶性知能（青年期
を過ぎても低下しにくく、訓練や生活の中で上昇が期待できる、言語能力・道具の使用能力・論理
的説明能力・規範力・一般的な文化的知識など）のうち後者への志向が高まること、また、教育学
者マクラスキーが述べている③社会生活上必要な知識・技術の獲得欲求、④学習や活動に自己を表
現し喜びたい欲求、⑤他人や社会に役立ちたいという欲求、⑥周囲の者や社会に影響力を持ちたい
という欲求、⑦生理的機能低下、社会的役割減少があっても精神的伸長を求める欲求などがある。
そして③～⑥の欲求は程度の差はあるものの高齢者以外も持つ欲求であるが、⑦の欲求は高齢者の
みが持つ欲求であるとしている。
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図 1 　 1 日の行動種類別・行動時間
６ ）OECD が提唱するキー・コンピテンシー（主要能力）
OECD が提唱するキー・コンピテンシーは 1 ）～ ５ ）で示した内容とかなりの部分で一致してい
る。その意味でかなり一般化されたものであり、世界的にも通用するとされている。高等教育段階
以降においては、その適合率は一層高いものと見受けられる。したがって本論文で統一的評価尺度
の検討をする上で重要と考え大要をまとめることとした。参考にした図書は、スイス連邦統計局の
ドミニク・S・ライチェン、アメリカ合衆国研究学会、教育統計サービス研究所のローラ・H・サ
ルガニク編著、のものを国立教育研究所、立田慶裕氏が監訳した、書名「キ ・ーコンピテンシー」４ ）
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である。大要は以下 ３ つのカテゴリーからなっている。
（ 1 ）社会的に異質な集団での交流…（主として「豊かな心」に対応）
このカテゴリーの中の能力は個人が学習し、生活し、他者とともに取り組むために必要な「社会
的能力」、「ソーシャルスキル」、「異文化間能力」あるいは「ソフトスキル」などの用語と類似した
ものである。社会的に異質な集団の中での交流には、異なった背景をもち、異なった言語で話し、
異なった記憶、歴史、文化、社会経済背景を持った人々との共存が要請される。そのために必要な
コンピテンシーは以下のものとされる。①他者とうまく関わるために共感し、倫理的に行動するこ
と。②集団やチームと協力して仕事をすること。③対立の原因、主張の理由付けを分析し、利益の
分かち合いを通して紛争を処理し、解決すること。
（ 2 ）自律的に活動すること…（「確かな学力」「豊かな心」に対応）
自律的活動とは、社会的に孤立した状態で機能することでもなければ、ただ自己利益のために行
動することでもない。だれかに働きかけられるのではなく、自ら行動することであり、だれかに形
作られるのではなく、自ら形成することであり、他者が決めたことを受け入れるのではなく、自ら
選択することである。
自律的活動は、2 つの軸の調和のもとに行われる。1 つは自らを定義づけ、個人的アイデンテティ
を発展させること（価値体系を含む）軸であり、もう 1 つは自己が属する組織の規範に基づいて決
定したり、選択したり、能動的に熟考し、責任ある役割を果たしたりするという意味で相対的な自
律性を行使する軸である。つまり個人には地域住民、労働者、家族の一員、学習者、消費者などと
して組織の中で自ら自己概念を育て、表現し、権利を行使し、責任を果たすことができるような能
力が必要とされるのである。このためのキー・コンピテンシーとしては以下のものがある。①組織
の規範や目標を理解しこれに沿って行動すること。自己の役割と、他者の役割の意義とその相互関
連を明確にすること。PDCA のサイクルを活性化すること。②仕事や学習などについて戦略的人生
計画を策定し、適切な自己管理のもとに実行すること。③自己決定的な権利や利益を主張して擁護
するとともに、組織の成員として組織に貢献するために、自らの権利・利益に限界のあることを自
覚すること。
（ ３ ）あらゆる文化遺産（ツール）を相互作用的に活用すること（主として「確かな学力」に対応）
現代杜会は機械やコンピュータなどの有形のツールだけでなく、言語、情報、知識のような社会
文化的で無形なツール活用に対する熟練を必要としている。ツールを相互作用的に用いるという意
味は、これを使う技術的なスキルをもっているだけでは十分ではなく、ツールを「個人と、個人が
関わるあらゆる環境との間の能動的な対話」に活用することである。言い換えればツールは「人間
の心身を拡張したもの」ものなのである。
ここでのキー・コンピテンシーは次の通りである。①言語、シンボル、テクストを相互作用的に
活用すること。具体的な例としては、まず「効果的社会参加に向けて書かれたテクストを理解し、
利用し、熟考する能力」と定義されている「読解力」がある。また数量的思考能力、つまり多様な
状況を数学的根拠に基づき判断する能力がある。②知識や情報を相互作用的に活用すること。具体
的な例は科学的なリテラシーで「自然界及び人間の活動によって起こる新たな課題を、科学的知識
の組織化及び活用をもって明確にし、これの解決に向けた意思決定をするために科学的証拠に基づ
いて結論を導く能力」と定義されるものである。③技術を相互作用的に活用する力。新しいツール
が得られたらそれを日常の実践に取り入れて、使いこなせるようになることがまずは必要である。
この上に立って他の業務を効率的にこなすため、新しいツールの活用を構想する能力である。
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２ ．統一的評価尺度の設定
1 ．の 1 ）～ ６ ）において生涯の各段階におけるキー・コンピテンシーの形成パターンを見てき
たが、この各パターンを学習に連続性を持たせるという観点から統一的に評価し、改善点を見いだ
す統一的評価尺度を設定したいと考える。尺度としては表 ３ に示す ６ 軸が有効であるという仮説を
立てる。
表 ３ 　統一的評価尺度とする仮説の ６ 軸
自己の範囲に留まるコンピテンシー 他の人や事象と関わりのあるコンピテンシー
軸 1 軸 2 軸 ３ 軸 ４ 軸 ５ 軸 ６
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
評価の観点
４ つ
評価の観点
４ つ
評価の観点
４ つ
評価の観点
４ つ
評価の観点
４ つ
評価の観点
４ つ
評価の観点は B.S ブルームらが提唱した教育目標のタキソノミー ５ ）、 ６ ）に根拠を求めることが適
切である。なぜなら初等中等教育における評価の観点は「関心・意欲・態度」「思考・判断（課題対応）」
「技能・表現」「知識・理解」の ４ つであり、このタキソノミーに由来しているからである ７ ）。
３ ．仮説に基づく分析
1 ．で述べた各段階のキー・コンピテンシーの具体的内容を、仮説の ６ 軸で分析し、全段階を統
一的に評価することによって、学習に連続性を持たせるという理念に対する課題が見えてくると予
想される。課題が明らかになり、その対応策が考えられるならば、統一的評価尺度としての ６ 軸の
妥当性が検証されたことになろう。各段階の分析に先立ち、 ６ 軸の内容を表 ４ のように定義してお
くこととする。
表 4 　 ６ 軸の内容定義
区分 軸 各　軸　の　内　容
自己の
範囲内
1 軸
（知育）
自分自身の知識・技能、思考力・判断力、表現力、課題発見能力、問題解決能力、学ぶ意
欲・学び方、実践力を高める行動のうち、徳育・体育の部分を除く
2 軸
（徳育）
1 軸の内容であって徳育に関する部分、より具体的には道徳のうち、節度ある生活、自主・
自律・誠実、真理の探究、規範意識、忍耐、受容などで、自らを律する範囲の内容
３ 軸
（体育）
1 軸の内容であって、知育・徳育を除くもの、すなわち自分自身の心と体の健康保持・増
進、体力の向上、及びこれに関わる人的・物的環境保全等に関わること
自己の
範囲を
超える
４ 軸
（知育）
自己の範囲を超えた集団・環境等で、他と協調・協働しながら知識・技能、思考力・判断力、
表現力、課題発見能力、問題解決能力、学ぶ意欲・学び方、実践力を高める行動で、徳育・
体育の部分は除く
５ 軸
（徳育）
４ 軸の内容であって徳育に関する部分、より具体的には道徳のうち、他と協調する心、他
を思いやり尊敬する心、公共・共生の精神、社会規範や法の遵守、公正公平の態度などで、
自己の範囲を超越する内容
６ 軸
（体育）
４ 軸の内容であって知育・徳育を除くもの、すなわち自己の範囲を超えた領域にわたり、
心と体の健康保持・増進、これに関わる人的・物的環境保全等に関わること
１ ）幼児教育段階
幼児教育段階でのキー・コンピテンシーの具体的内容は、 1 ．の 1 ）で示した ５ 領域ごとに定め
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られた「ねらい」「内容」「内容の取扱い」である。表 ５ はこの具体的内容を表 ４ の ６ 軸の内容に基
づいて分析したものある。表中、右端の軸 NO. 欄に示した数字は、内容の要約で記した事項が ６
軸のいずれに該当するかを示している。たとえば網掛けした安定した心で先生・友人と触れ合うと
いう内容はまず「自らの心の安定が望まれる能力」という観点から ６ 軸のうちの ３ が、そして「他
の人との心の触れ合いが出来る能力」という観点から ６ が対応すると考えて分析している。右欄の
内容取扱い上の留意点の要約は、左欄の内容が理解しやすいように解説をしている。分析は以下同
様に行うが、行の対応が分りやすいように、網掛けした行と網掛け無しの行を交互に表示している。
表 ５ 　「幼稚園教育要領」のねらい及び内容の要約に基づく分析
  指導領域▼健康ねらい 健康な心身の育成、健康・安全のための習慣や態度の育成
指導する内容の要約 内容取扱い上の留意点の要約 該当する軸 NO.
安定した心で先生・友人と触れ合う
体を使った遊び、戸外の遊びを重視
他人とともに食を楽しむ
生活のリズムを身に付ける
自ら衣服の着脱、食事、排泄など生活に必要な活動をする
幼稚園での生活法を知り、自分たちで生活の場を整える
自らの健康に関心を持ち、病気の予防活動を行う
危険回避、災害時対応などの方法を知り、安全に気を付け
る
・教師や他の幼児との温かい触れ合いを
もつ
・運動の楽しさを味わわせ、安全意識、
体を労う意識を持たせる
・望ましい食習慣形成させ食への喜びや
関心を高めさせる
・自立心を育て、他の幼児との関わりの
中で主体的に活動させ、生活に必要な習
慣を身に付けさせる
３、６
３
６
３
３
３、６
３
３
  指導領域▼人間関係ねらい 楽しい集団生活、自己充実感を味わう、他人への愛情・信頼感を高める、社会生活に必要な習慣や態度育成
指導する内容の要約 内容取扱い上の留意点の要約 該当する軸 NO.
他人と共に過ごすことの喜びを味わう
自分で考え、自分で行動、自分でできることは自分でする
楽しく遊ぶ中で物事をやり遂げる気持ちを高める
友達と積極的にかかわり喜びや悲しみを共感し合う
自分の考えを相手に伝え、相手の考えにも気付く
友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう
友達との活動を通し、共通目標を持って工夫・協力する
よいこと、悪いことの存在に気付き、考えながら行動する
友達との関わりを深め、思いやりをもつ
楽しく生活するために決まりが大切なことを知り守る
遊具・用具の共用とこれらを大切にする心
高齢者や地域の人々との親しみをこめた交流をもつ
・教師との信頼関係づくりが他との関わ
りの基盤であることに配慮し、幼児自ら
行動するよう援助する
・一人一人を生かした集団を形成しなが
ら人と関わる力を育てる、集団の中で自
己を発揮させるよう工夫する
・他の幼児の存在を知り尊重する行動を
とらせるようにする
・自然や動植物に親しむ中で葛藤やつま
ずきを乗り越える耐性を育て、道徳心や
他に対する信頼感・思いやりを高める
・異年齢者との触れ合いの中から共に楽
しみ、共感する体験を積む
５
２
４
４、５
１、４
５
４
２
２、５
２、５
２、５
５
  指導領域▼環境
ねらい 身近な自然の事象に興味関心を持つ、環境との関わりを楽しみ、思考し、活用し、物の性質・数量・文字の感覚を高める
指導する内容の要約 内容取扱い上の留意点の要約 該当する軸 NO.
自然や物に触れ不思議さ、性質、仕組みなどに興味・関心
を持つ
季節と自然、季節と人間生活の関係に気付く
自然の事象を活かして遊び、動植物に接して生命の尊さや
思いやりを培う
物や遊具を大切にし、興味をもつ、思考する、工夫する等
の習慣を育てる
日常生活で関わる数量や図形、標識、文字などに関心を持
つ
生活に関わる情報や施設に興味・関心を持つ
生活の場の行事で国旗に親しむ
・周囲の環境に好奇心を抱き、その動き
や現象に関心を持ち、自分なりに考える
態度を大切にする。他の幼児の考えにも
触れ、思考することの喜びを育てる
・自然との関わりの中で心の安らぎ、豊
かな感情、好奇心、思考力、表現力の基
礎が培われることに配慮する
・身近な事象や動植物に触れることで感
動、共感しそれらに対する親しみや畏敬
の念、生命を大切にする気持ち、公共心、
探究心などが養われるようにすること
・日常生活の中の必要性に応じて数量や
文字などに関する興味や関心、感覚が養
われるようにする
１、４
１
１、４、５
１、４
１、２、４
１
１
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  指導領域▼言葉
ねらい 言葉による自己表現・他人の話しの理解を通して意思疎通の喜びを共感日常必要な言葉の理解を通して絵本や物語に親しみ、これについて他人と心を通わせる
指導する内容の要約 内容取扱い上の留意点の要約 該当する軸 NO.
他人の言葉や話に興味・関心を持ち受容の態度で対話する
自分の行動や認識したことを自分なりに言葉で表現する
自己の要望を言葉で表現したり、疑問点を問える
生活の中で言葉を通して意思疎通を図れ、挨拶や楽しさに
気付く
諸種の体験を通じてイメージや言葉を豊かにする
絵本や物語などに親しみ、興味を高め、想像の楽しみを知
る
自分の意思を文字として伝える楽しさを味わう
・教師や他の幼児と言葉を通してかかわ
ることにより、心を動かすような体験か
ら言葉を交わす喜びを味わう
・絵本や物語などと自己体験を関連づけ
たり、想像を巡らせるなどしてイメージ
力を高め言葉に対する感覚を磨く
・文字で自己の意志や考えを伝える喜び
と楽しさを味わわせ、文字に対する興
味・関心を深める
４、５
１
１、４
１、６
１
１
１、４
  指導領域▼表現
ねらい 諸種の事象の美に対し豊かな感性をもつ。自分の感じや考えを自分なりに表現し楽しむ生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ
指導する内容の要約 内容取扱い上の留意点の要約 該当する軸 NO.
様々な音、色、形、手触り、動作などから美や感動を覚え
る出来事に触れ楽しみ、イメージを豊かにする
感じたこと、考えたことを音楽、絵、動作、工作などで表
現する
感動したことについて他人と話し合い楽しさを味わう
諸種の素材に親しみ、工夫して遊ぶ
音楽に親しみ歌ったり、簡単なリズム楽器を奏で楽しむ
描画・工作を楽しみ、遊び道具にしたり飾ったりする
自己のイメージを動作や言葉で表現したり、演じて楽しむ
・環境と関わる中で得た感動を他者と共
有し表現することを通して感性を養う
・幼児の素朴な形の表現を受容し、表現
の意欲を増殖させ表現を楽しく、豊かな
ものにさせる
・遊具や用具を整え自主的・意欲的に自
己表現する意欲を高め、他者の表現をも
受け止める力をつけさせる。表現する過
程にも配慮させる
１、４
１
４、６
１
１、４
１
１、４
２ ）初等中等教育段階
６ 軸で分析する「学習内容の要約」と「内容の取り扱いの要約」は中学校学習指導要領から取り
出した。分析対象教科は内容が同型と思われるものをまとめ、そのうち特定の 1 教科について分析
し、残る教科については同じ結果であると想定した。つまり国語、社会、数学、理科、外国語は同
型と考え、国語の分析結果（表 ６ ）を残りの教科に適用した。同様に美術と音楽では美術（表 ７ ）を、
体育と技術・家庭では体育を分析した（表 ８ ）。保健（表 ８ の中間から）、道徳（表 9 ）、特別活動
（表10）、総合学習（表11～1３）は単独に分析した。なお、総合学習については他の教科に示されて
いるような細部にわたる内容はなく、細部については各教育現場で創意・工夫をこらして定めるこ
ととなっているため、後で述べるように若干検討を加えた後分析した。
以下の表は各教科の「学習内容」を、表 ４ で示した ６ 軸の内容定義文に照らして分析し該当する
軸 NO. を記入したものである。表の中の「学習内容の要約」欄と「該当する軸 NO.」欄で網掛け
したもの同士、及び網掛けなしのもの同士は対応の関係にある。「内容の取り扱いの要約」欄は対
応関係を理解する上で必要となる内容を示している。
表 ６ 　国語の学習指導要領に基づく分析
  教科
　
▼
　
国語
学習内容の要約 内容の取り扱いの要約 該当する軸 NO.
〈A　話すこと・聞くこと〉
日常生活、社会生活の中から話題を決め多様な方法で情報
を収集する。これを基に話し合い自分の考えを構造化する。
構造化したものを他人に説得力ある話し方で話す
聞き手の立場や状況を見ながら、論理的な構成や展開を考
えて話す
自分の考えと比較したり、論理的な構成や展開に注意して
聞き、自分の観察力・思考力・表現力を高める
話合いが目的に沿って効果的に展開するように工夫し、協
働して課題解決に向う
〈指導効果向上策〉
・学校図書館の活用。情報機器の活用
・音声言語の教材を積極的に活用する
・様々な文章を読んで表現法を身に付ける
・国語科の特質を生かし道徳教育との連携
を図る
　他…（略）
１、４
１、２、４
１
４
24
〈B　書くこと〉
日常生活、社会生活の中から話題を決め多様な方法で情報
を収集する。情報を基に自分の考えをまとめ、思考・判断
し適切な文章形態を構成する
資料を引用するなど文章に具体性を持たせ、また論理の展
開を工夫して説得力のある文章を書く
書いた文章を読み返し、推敲して読みやすく、分りやすい
文章にすること
書いた文章を互いに読み合い、構成や材料の活用、論理展
開・表現法などを評価し、自分の表現に活用すること
〈C　読むこと〉
文脈の中の語句の意味を捉え、概念や心情の読解を通して、
効果的使い方・表現法を理解する
文章を分りやすくするための例示や描写に気付き理解に役
立てること
文章の構成や展開、表現、論理性を把握し理解を深める
文章に織り込まれているものの見方・考え方と自己の既存
知識を比べ構成・展開・表現を評価する
様々な読み物に触れ有意な情報を吸収し思考力・判断力を
培う
これにつづいて
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　があるが、例えば以下のようなことで今回の分析と直接
関係はない
A、B、C の指導を通して次の事項について指導する
ア　伝統的な言語文化に関する事項
（ア）文語のきまりや訓読の仕方を知り…（略）
（イ）古典には様々な種類の作品があることを…
イ　言葉の特徴や決まりに関する事項
（ア ）音声の働きや仕組みについて関心をもち、理解を深め
ること
　　　……（略）
〈伝統的な言語文化との関連について〉
・必要に応じて知識のまとめや、繰り返し
指導を行う
・日常の言語活動の振り返りを通して、言
葉の特徴やきまりを身につけさせる
　他…（略）
・文字を正しく整えて速く書くこと、書写
の能力を生活に役立てるよう配慮する
　他…（略）
〈教材を取り上げるときの配慮事項〉
・話す・聞く・書く・読むの能力を偏り無
く養う
・国語に対する認識、尊重する態度を養う
・伝え合う力、思考力、想像力を養う
・言語感覚を豊かにする
・公正かつ適切に判断する能力や創造的精
神を養う
・科学的、論理的な見方、考え方を養い視
野を広げる
・人生を考え、豊かな人間性を養い、たく
ましく生きる意志を育てる
・人間、社会、自然などについての考えを
深めるのに役立つ
・我が国の文化と伝統に対する関心や理解
を深め、尊重する態度を育てる
・国際理解を深め、日本人としての自覚を
もち、国際協調の精神を養う
・読む教材は説明的文章、文学的文章をバ
ランス良く扱う
・近代以降の代表的作家の作品を扱う
・古典原文と現代語訳、解説を扱う
１
１、４
４
１、４
１
１
４
１
１、２
１
２
４、５
５
表 7 　美術の学習指導要領に基づく分析
  教科
　
▼
　
美術
学習内容の要約 内容の取り扱いの要約 該当する軸 NO.
〈A　表　現〉―１　絵や彫刻による表現→発想や構想
対象物を深く観察し、形、色、特徴、美しさ、感じたこと、考えた
こと、夢、想像、感情から心の世界にも踏み込み主題を生み出す
主題にそって創造的力を働かせ単純化、省略、強調、材料選択など
を通して構成の創造的工夫をし、心豊かな表現の構想を練る
〈A　表　現〉―２　デザインや工芸による表現→発想や構想
使用目的や条件を基に美的感覚を生かして形、色彩、図柄、材料、
光などに配慮して構成や装飾を考え、表現の構想を練る
他者の立場で伝えたい内容を形、色彩効果を生かし分りやすく、美
しくする表現法を構想する
用途や機能、使用者の気持ち、材料などの点を踏まえ、夢や想像、
造形美に配慮し美しい表現を構想する
〈A　表　 現〉―３　技能
形や色彩の表現法を知り、意図に応じて材料や用具の生かし方を考
え、創意工夫する
材料、用具の特性を生かし製作順序を考えながら総合的に見通しを
たてる
・「A 表現」では生徒の特性に応
じ自分の表現意図に合う表現形式
や技法、材料などを選択し創意工
夫できるようにする
・見る、感じる、考える、描くな
どの力の育成にスケッチ学習を取
り入れる
・写真・ビデオ・コンピュータ等
映像メディアを積極的に活用する
・漫画やイラスト、図など多様な
表現方法を知り日本・諸外国の作
品理解と表現法を培う
・表現の材料や方法は、地域の身
近なものや伝統的なものも取り上
げるようにする
１
１、３
１
６
１、６
１
１
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〈B　鑑　賞〉
造形美や作者の心情、意図と創造的な表現の工夫を理解し、美と機
能性の調和・生活における美術の働きを知る
作品に対する自分の価値意識を認識して上で、作品の思いや考えを
話し合い、美術に関わる視野を広げる
作品に生かされている自然や身近な環境が持つ造形美を察知し、自
然との共生、得られる安らぎ、美術の持つ生活への豊かさの付与を
理解する
郷土、日本、諸外国の美術的文化遺産を観賞し、美術文化に対する
関心を高める
日本の美術や伝統と文化の継承に意欲を燃やし創造性を培い、ま
た、諸外国の美術や文化に対する理解を通して国際理解を深める
〈共通事項〉
形や色彩、材料、光などの性質とそれらがもたらす感情を理解する
形や色彩の特徴などから対象のイメージを把握する
・「B 鑑賞」では、日本や外国の児
童生徒の作品、アジアの文化遺産
も取り上げるとともに、美術館・
博物館等の施設や文化財などを積
極的に活用する
・主題設定から作品完成まで、生
徒が夢と目標をもち自己実現を図
れる態度が身に付くよう指導する
・互いの個性を生かし合い協力し
て創造する喜びを味わわせるた
め、共同で行う創造活動を経験さ
せる
・各表現の完成段階で作品を発表
し批評し合い、互いの表現のよさ
や個性などを認め尊重し合う活動
をするようにする
・知的財産権や肖像権に留意し他
者の創造物を尊重する態度を養う
・事故防止安全指導を徹底する
１
４
１、２、５
１、４
１、４
１、４
１、５
表 ８ 　体育の学習指導要領に基づく分析
  教科
　
▼
　
保健体育
学習内容の要約
内容の取り
扱いの要約
該当する軸 NO.
〔体育分野〕
A　体つくり運動
体ほぐし運動では心と体の関係に気付き、体の調子を整え、体調に応じて仲間と積極
的に交流するための手軽な運動や律動的な運動を行うこと
体力を高める運動では、体の柔らかさ、巧みな動き、力強い動き、動きを持続する能
力を高めるための運動を行うとともに、健康の保持増進や体力の向上、目的に適した
運動計画の立案と実践をする
体つくり運動に主体的・積極的に取り組むとともに、分担した自己の責任を果たし健康・
安全を確保する
体つくり運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などを理解し、自己の課題に応
じた運動の取り組み方を工夫する
B　器械運動
マット、鉄棒、平均台、跳び箱運動では条件を変えた技、発展技を行うこと、それら
を構成し演技すること
器械運動に主体的・積極的に取り組むとともに、よい演技を認め讃えようとすること、
分担した役割を通して自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保す
る
器械運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法など
を理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫する
C　陸上競技
能力に応じたかたちで短距離走・リレー、長距離走又はハードル走、走り幅跳び又は
走り高跳びでは記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、基本的な動きや効率のよ
い動き及び種目特有の技能を身に付ける
陸上競技に主体的・積極的に取り組むとともに、勝敗を認め冷静に受け止め、ルール
やマナーを大切にすること
分担した役割を果たして、自己の責任を全うし、健康・安全を確保する
陸上競技の特性や成り立ち、　技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どを理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫する
D　水　泳
クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの泳法を身に付け効率化して、記録の向上や
競争の楽しさや喜びを味わう
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗を認め冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にすること
分担した自己の責任を果たし、水泳の事故防止に関する心得など健康・安全を確保す
る
・A か ら G ま
での運動につ
いては相互の
関連を図って
指導すること
・また心の健
康など保健分
野との関連を
図ること
運動持続能力
を高める指導
と と も に、 調
和の取れた体
力向上に留意
すること
・自然とのか
かわりの深い
スキー、スケー
トや水辺活動
などの指導に
つ い て は、 地
域や学校の実
態に応じて積
極的に行うこ
とに留意する
ものとする。
・能率的で安
全な集団行動
ができるよう
にするための
指導について
は、内容の「A
体つくり運動」
か ら「G ダ ン
ス」までの領
域において適
切に行うもの
とする
１、４
１、３
１、２、３
１
１
１、２、３
１
１、３
１、２
２、３
１
１
１、２
２、３
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E　球　技
ゴール型、ネット型、ベースボール型球技に置いて、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームが展開できる
フェアなプレイを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、作戦など
についての話合いに参加しようとすることなどや、健康・安全に気を配ること
球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できる
F　武　道
柔道、剣道、相撲で技の出来る楽しさと喜びを知り、得意技を高め競うことに価値を
見いだせる
相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうと
することなどや、禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ること
伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、運動観察の方法など
を理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できる
勝敗に対して公正な態度がとれるようにする
G　ダンス
創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスにおいてみんなで踊る楽しさ
や喜びを味わい、踊りを通した交流ができるようにする
ダンスを通し互いの違いやよさを認め合い、分担に応じて自己の責任を果たすととも
に健康・安全を確保する
ダンスの特性、踊りの由来、特徴と表現の仕方、体力の高め方、交流や発表の仕方な
どを理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できる
H　体育理論
多様な運動・スポーツは体を動かし健康を維持する必要性や、競技力を試す楽しさを
与えてくれること
実践・観戦・支援など多様な関わり方を有し、特有の技術・戦術と学び形がある
身体の発達、その機能維持、体力の向上などの効果や自信の獲得、ストレスの解消な
どの心理的効果が期待できる
ルールやマナーの遵守を通し適切な人間関係を築くなど社会性を高められる
個人の特性や目的、発達段階や体調などに合わせ運動を選ぶなど、健康・安全に留意
する必要があること
スポーツの持つ文化的意義は国際親善や世界平和、民族や国、人種や性、障害の違い
などを超えて人々を結び付けていることにある
１、４
２、４、５
１、３
１
２、３
１、３
２
４
２、３
１、３、４
１
１
３
２、５
１
４、６
  保健〔保健分野〕
・心身機能の発達と心の健康
身体の多くの器官の発育と、様々な機能の発達には時期があること。また、発育・発
達の時期とその程度には個人差があること
思春期には生殖にかかわる機能が成熟するので、成熟に伴う適切な行動が必要となる
こと
知的機能、情意機能、社会性などは、生活経験などの影響を受けて発達すること。また、
思春期は自己認識が深まり自己形成がなされること
精神と身体は相互に関連があり、欲求やストレスは心身に影響するので、心の健康保
持には欲求やストレス解消が必要であること
・健康と環境
身体には環境適応能力があるが、この限界を超えた環境は健康を害すること。温度、
湿度や明るさにも一定の範囲があること
飲料水や空気は健康と密接な関係があるので、基準に適合する管理が必要なこと
人間生活から出る廃棄物は、環境汚染を来さぬよう衛生的に処理すること
・傷害防止
交通事故や自然災害などには、人的要因や環境要因がかかわっていること
交通事故などは、安全な行動、環境の改善によって防止できること
自然災害は二次災害も伴いやすいこと。自然災害の多くは、災害への備え、安全避難
によって防止できること
適切な応急手当で傷害の悪化が防止できること。応急手当には心肺蘇生もあること
・疾病の予防
健康と疾病は主体と環境の相互作用にかかわっていること
健康の保持増進には年齢、生活環境等に応じた食事、運動、休養など調和が必要
食事の量や質の偏り、運動不足、休養や睡眠の不足などは生活習慣病などの要因
喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は心身の健康を損なう原因となること。これらは個
人の心理状態や人間関係、社会環境が影響するから適切な対処が必要である
感染症は病原体が発生要因となる。予防には発生源をなくすこと、感染経路を遮断す
ること、主体の抵抗力を高めることが必要
健康の保持増進や疾病の予防には、保健・医療機関の有効活用、適正な医薬品使用が
ある
個人の健康は、健康の保持増進を目指す社会の取組に寄与することになる
・妊娠や出産
が可能になる
の で、 受 精・
妊娠までを取
り扱う
・体育分野の
「 体 つ く り 運
動」との関連
を図って指導
する
・地域の実態
に即して公害
と健康との関
係を取り扱う
・ 包 帯 法、 止
血法など傷害
時の応急手当
も取り扱い実
習を行う
・食育の観点
から健康的な
生活習慣の形
成に言及する
・薬物は覚せ
い剤や大麻等
を取り扱う
・エイズ及び
性感染症につ
いても取り扱
う
１
１、２
１、４
３
３
３
２、６
２、５
３、６
３
６
３
３
３
２、３、６
２、３
３
６
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表 ９ 　道徳の学習指導要領に基づく分析
  道徳学習内容の要約 内容の取り扱いの要約 該当する軸 NO.
〔１　自分自身に関すること〕
望ましい生活習慣付け、心身の健康の増進、節度と節制のある生活をする
高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志をもつ
自律の精神、自主性、誠実な実行をし、その結果に責任をもつ
真理を愛し真実を求め、理想の実現を目指し自己の人生を切り拓いていく
自己を見つめ、自己の向上を図り、個性を伸ばす充実した生き方を追求する
〔２　他の人とのかかわりに関すること〕
礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとる
温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し感謝と思いやりの心をもつ
友情の尊さを理解し信頼できる友達をもち、互いに励まし合い高め合う
男女は互いに異性についての正しい理解を深め相手の人格を尊重する
それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があること
を理解して、謙虚に他に学ぶ広い心をもつ
〔３　自然や崇高なものとのかかわりに関すること〕
自然の愛護、美に感動する豊かな心をもち、人間の力を超えたものへの畏敬
の念を深める
生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する
人間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあることを信じて、人間とし
て生きることに喜びを見いだすように努める
〔４　集団や社会とのかかわりに関すること〕
属する様々な集団の意義の理解、役割と責任を自覚し集団生活向上に努める
法やきまりの意義の理解、遵守、自他の権利重視し、義務を果たし、社会秩
序と規律を高めるように努める
公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努める
正義を重んじ、だれにも公正公平にし、差別や偏見排除の社会実現に努める
勤労の尊さ意義を理解し、奉仕の精神で公共の福祉と社会の発展に努める
父母、祖父母を敬愛し、家族の一員としての充実した家庭生活を築く
学級や学校の一員として教師や学校の人々を敬愛しよりよい校風を創る
地域社会の一員として郷土を愛し、社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感
謝の念を深め郷土の発展に努める
日本人としての国を愛し、国家の発展に努め、優れた伝統の継承と新しい文
化の創造に貢献する
世界の中の日本人として国際的視野に立ち、世界平和と人類の幸福に尽くす
・全体計画の作成に当
たっては、生徒、学校及
び地域の実態を考慮し
て道徳の内容との関連
を踏まえた各教科、総合
的な学習の時間及び特
別活動における指導の
内容及び時期並びに家
庭や地域社会との連携
の方法を示すこと
・指導内容として特に自
他の生命の尊重、規律あ
る生活、将来の志向、法
や規範の意義理解、主体
的に社会の形成に参画、
国際社会の中の日本人
としての自覚などに配
慮すること
・悩みや葛藤、人間関係
の理解等を課題として
取り上げ、道徳的価値に
基づいた生き方につい
て考えさせること
・職場体験やボランティ
ア、自然体験などの体験
活動を生かすこと
・先人の伝記、自然、伝
統と文化、スポーツなど
感動を覚える教材の開
発や活用をする
・自己表現の機会と他者
の意見を聞く機会を設
ける
・情報モラルの指導をす
る
２、３
２
２
２
１、２
５
５
５
５
５
２、５
２、５
２
５
２、５
５
２、５
５
２、５
２、５
２、５
５
５
表10　特別活動の学習指導要領に基づく分析
  特別活動学習内容の要約 内容の取り扱いの要約 該当する軸 NO.
〔A　学級活動〕
学級や学校の生活の充実と向上に関すること
学級や学校の諸問題解決、学級内の組織づくりや仕事の分担処理
学校における多様な集団の生活の向上
青年期の不安や悩みとその解決
自己及び他者の個性の理解と尊重
社会の一員としての自覚と責任
男女相互の理解と協力
望ましい人間関係の確立
ボランティア活動の意義の理解
心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
性的な発達への適応
食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択に関すること
学ぶことの意義の理解、自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用
進路適性の吟味と進路情報の活用、望ましい職業観・勤労観の形成、主体的
な進路の選択と将来設計など
〔B　生徒会活動〕
生徒会の計画・運営、異年齢集団による交流
生徒会において学校生活の充実や改善向上を図る活動
生徒の諸活動についての連絡調整に関する活動
学校行事への協力に関する活動
ボランティア活動などの社会参加
・全体計画の作成に当
たっては、生徒による自
主的、実践的な活動が助
長されるようにするこ
と。また、各教科、道徳
及び総合的な学習の時
間などとの関連を図る
とともに、家庭や地域の
人々との連携、社会教育
施設等の活用などを工
夫すること
・教育相談・進路相談も
家庭との連絡を図る
・特別活動の特質に応じ
て道徳教育を取込む
・学級活動については
個々の生徒の理解を深
め、信頼関係を基礎に指
導を行うこと
・生徒会活動は、生徒の
自発的、自治的な活動が
展開されるようにする
こと
４
４
４
３、６
２、５
２、５
４
５
５
３、６
２、３
３
１、４
１
１
４
６
４、６
４
５
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〔C　学校行事〕
全校又は学年を単位として学校生活に秩序と変化を与える
集団への所属感を深め学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を行う
儀式的行事：学校生活に変化や折り目を付け、厳粛で清新な気分を味わい、
新生活への動機付けとする
文化的行事：学習活動の成果を発表し、その向上の意欲を一層高かめ、文化
や芸術に親しむ
健康安全・体育的行事：心身の発達や健康の保持増進への理解、安全で規律
ある集団行動の体得、運動に親しみ責任感や連帯感を涵養、体力の向上
旅行・集団宿泊的行事：見聞を広め、自然や文化などに親しむ、集団生活や
公衆道徳を体験的に学ぶ
勤労生産・奉仕的行事：勤労の尊さや創造の喜びを体得、職業や進路の啓発
的体験、ボランティア活動など社会奉仕の精神を養う
・学校行事は、行事間の
関連や統合を図るなど
精選して実施すること。
また、実施に当たっては
幼児、高齢者、障害のあ
る人々などとの触れ合
い、自然体験や社会体験
などを充実するよう工
夫すること
・入学式や卒業式などに
おいては、国旗を掲揚し
国歌を斉唱するよう指
導するものとする
６
４、６
２、５
１、４
４、５、６
１、２、４、５
１、４、５
199８年の学習指導要領改訂において創設された「総合的な学習の時間」（本論文では総合学習と
略記）の趣旨やねらいは、総則の中に示されていが、今回の改訂では総合的な学習の時間の教育課
程における位置付けを明確にし、各学校における指導の充実を図るため、総則から取り出し、新た
に第 ４ 章として位置付けた。ここに示されている目標、内容、内容の取扱いについて平成20年に文
部科学省から出された解説を要約すると以下のようになる。
目標は次の ５ つの要素である。①横断的・総合的な学習や探究的な学習を通すこと、② 自ら課
題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成す
ること、③ 学び方やものの考え方を身に付けること、④ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、
協同的に取り組む態度を育てること、⑤ 自己の生き方を考えることができるようにすること。
内容と内容の取り扱いについては次のように要約される。総合的な学習の時間では、各教科等の
ように、どの学年で何を指導するのかという内容を学習指導要領に明示していないので、各学校は
上記の目標を踏まえ内容を定める必要がある。各学校には地域や学校、生徒の実態に応じて、創意
工夫を生かした内容を定めることが期待されている。学習課題としては、例えば、①国際理解、情
報、環境、福祉・健康などの横断的・総合的な課題、②生徒の興味・関心に基づく課題、③地域や
学校の特色に応じた課題、④職業や自己の将来にかかわる課題などがあり、⑤横断的・総合的な学
習、⑥探究的な学習で、⑦そこでの学習や気付きが自己の生き方思考に結び付くことが望ましいと
されている。また、各学校においては内容を指導計画に明示することとなるが、その際、⑧学年間
の連続性、発展性や小学校から高等学校までの接続、⑨各教科等との違いや関連性などに配慮する
ことが重要である。
上で要約した目標、内容、内容の取扱いに照らして平成1５年国立教育政策研究所教育課程研究セ
ンターが発行した実践事例集（高等学校編）の中から 1 例、愛知県立の工業高校で実践した課題研
究（総合的な学習として認められている）の中から 1 例を抽出し、定められた要件を満たしている
か否かを検討した後、仮説の ６ 軸に基づいて分析する。まず実践事例の 1 つである熊本県立鹿本高
等学校の例について検討する。最大の特徴は「総合的な学習の時間」を教育課程全般の経営、カリ
キュラムマネジメント、の中で実践したことにある。各学年３５単位時間を配当し、卒業までに10５
単位時間実施している。目標については概ね①～⑤の要素すべてを含み、内容と内容の取り扱いに
ついては①、②、④、⑥、⑨に重点を置いていると考えられるので、検討対象として ６ 軸の仮説に
基づいて分析する妥当性はあると言える。以下は 1 年生の前期（表11）と後期（表12）に行った実
践例報告を分析したものである。前期の単元目標は生徒の身近なものを対象にして課題発見、課題
設定、課題解決法、情報収集法、発表と表現技法を学ぶことにある。
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表11　前期の指導計画
教師の指導・支援 生徒の学習内容と方法の要約 該当する軸 NO. 展開時間
導入教材にゲームを用い、課題解決は個人で取
り組むよりも、グループで協カして取り組んだ
方が良好な結果を得ることを学習する。
クラス単位、班単位で「月に迷ったゲーム」を
行い、協力するすばらしさに気付く。
質問紙を利用
４ １時間
生徒の身近なものを題材に、そこから疑問を引
き出し、付箋紙に記入させる。KJ 法の説明。
教師と生徒で疑問を ８ グループにまとめる。こ
れを課題にし興味・関心に基づき班編制する。
KJ 法が教科学習や社会生活でどう活用できる
か考える。
１、４ ３時間
課題解決の仮説や見通しを立てさせる。この単
元での学習内容を紹介し、班員の役割分担をさ
せる。
班単位で役割分担に従って話し合い、研究方針・
研究方法を検討する。
４ １時間
パソコン操作の得意な生徒に助教をさせる。構
内ネット利用規程の説明。パソコン操作説明。
パソコン操作法、ネット使用倫理、検索技術を
学ぶ。個人ごとに課題解決のための情報収集を
インターネットを活用して行う。教科学習や社
会生活でどう活用できるか考える。
１、４ ４時間
図書館を活用して課題解決情報を収集する方法
の指導。図書部職員の協力を得る。
図書の分類について、利用手続きについて、機
能と役割について学習。個人で課題解決情報の
収集
１ ３時間
各自収集した情報を共有化させる。ネットと図
書館での情報収集法の長所短所の検討。情報収
集の在り方、他の方法について。
班で活動。各自調べた内容を発表し検討を経て
共有化。情報収集時の苦労や方法の長所短所の
整理。
４、５ ２時間
生徒の学習改善のため中間点で評価を行う。 「未来につなげる評価票」に基づき評価する。 １、４ １時間
評価を学習活動に結びつけるように指導 改善点に注意し調査内容を分担し研究を続ける １、４ １時間
発表の意義と発表方法をイメージさせる 研究成果を分かりやすくする発表形態を工夫 ４ ４時間
文化祭に来る外来者に参加体験させることに
よって研究成果を披露するよう指導
文化祭での発表準備。研究成果の効果的発表法
の工夫。協力してクラス企画を達成させる。外
来者への接し方を学ぶ。
１、２、４、５ ５時間
文化祭は保護者・地域に開く。 文化祭での発表 特活扱
自己評価、生徒の相互評価から成長点と今後の
課題に気づかせる。総括的評価の指導
本単元を振り返り総括的評価を行う １、４ １時間
後期の単元は「成功へのエチュード─バーチャル市役所プラン─」と題するもので、課題発見、
課題設定、課題解決能力の深化や情報収集、情報整理能力の発展、発表や表現の技法を学ぶことに
目標を置いている。またこの学習を通して総合的に考える資質と能力を涵養し、生きる力、特に進
路を考える契機を見いだすとしている。
表12　後期の指導計画
教師の指導・支援 生徒の学習内容と方法の要約 該当する軸 NO. 展開時間
進路希望と希望の課の整合性に注意し所属を希
望させる
学年全体を対象にオリエンテーション。所属希
望調査とクラス分け（所属希望別のクラスを課
という）
１ １時間
クラスを越えた課を編成するため仲間づくりに
配慮。
自己紹介。市長からのミッションの読み合わせ
と確認・検討。
１、４ １時間
課題を多方面から検討し、課題をよく理解する
よう指導。
各課のミッションを受けた後、ブレーンストー
ミングを実施。班単位に分かれて KJ 法・ウェ
ビングを用いて問題点を把握。
１、４ ２時間
問題点を分析し、解決すべき内容を整理させ課
題解決の流れを確認させる
特性要因分析図（フィシュボーン）を用いて課
題を明らかにし課題ごとに班を再編成する
１、４ １時間
学年全体展開からクラス単位展開にし、活動に
流動性をもたせる
コンピュータ室および図書館で、課題解決のた
めの情報の収集
１ ２時間
情報選択能力、情報の信憑性確認法を指導 分担した班の課題に沿って解決策を考える ４ ２時間
課題解決につき外部からの支援を受ける（アク
セルタイム）準備
校内では得られない課題解決のための情報は何
か班単位で考える
４ ２時間
体験からしか得られないものを捉えるよう フィールドワーク、ゲストティチャー、製作演
習
１、４ ３時間
プレゼンテーションに向けての要点説明 班の成果と課の目標のすりあわせとまとめ １、４ ２時間
プレゼンテーション法の指導 プレゼン用アプリケーションの基本操作 １ ２時間
発表についてのマナー、技法、効果的提示法、
論理的説明法について指導
発表内容の集約と発表手順、役割分担など決定 １、４ ４時間
30
発表を聞く態度、他の発表から何をどう得るか 生徒実行委員主体で学年全体の発表を体育館で
実施
１、４ ３時間
自己評価、生徒の相互評価かから成長点と今後
の課題に気づかせる。総括的評価の指導
本単元の反省と総括的な評価（各課、各班、個人） １、４ １時間
次に愛知県立の工業高校で実践した課題研究（総合的な学習の時間の代替科目）の例について検
討する。テーマは「パソコン制御によるハンドベル風の演奏装置の製作」、実施学年は ３ 年、単位
数は 2 単位（週 1 回、５0分授業を連続 2 時間、 1 年間３2回に亘り実施）である。総合的な学習の目
標である ５ 要素の①～④はかなり具体的な形で含まれているが、⑤については間接的に育成される
形になっている。内容と内容の取り扱いについては①、②、⑤～⑦、⑨に重点があり、このテーマ
も総合的な学習の時間の要件を満たしていると考えられるので、検討対象として取り上げる妥当性
はあると言える。表1３は分析結果である。
表1３　工業高校の実践例
教師の指導・支援 生徒の学習内容の要約 該当する軸 NO. 展開時間
研究テーマのイメージを８0名の生徒に与える
（他のいくつかのテーマと合同で実施）
この研究テーマに参加したいものは来週までに
全体のイメージを図にして提出する（宿題）
１ ２時間
希望者1５名が集合。各自にイメージ図を発表さ
せ質疑応答
自分のイメージ図を発表し質疑応答 １、４ ２時間
教師が自分の持っている構想をもとに、パソコ
ン以外の全ての部品は手作りとすること、各部
品の機能はどのようにすべきか概要を説明
これをもとに、全員協議で1５点の中から機能的
で制作可能性の高い部品のイメージを絞り込ま
せる
１、４ ２時間
まとまった全体構想をもとに全員がパソコンで
の制御法、部品の機構等について次回までに具
体的イメージを造り上げ提出する（宿題）
自分の構想に照らし装置全体の機構・機能を全
員に理解させる
全員の持ち寄ったイメージを、教師の持ってい
る構想と照らしながら具体性を検討させ、ベル
及びベルの駆動部、懸架部、ベルを駆動する電
子回路、電子回路駆動プログラム部を構造的、
機能的に確定
１、４ ２時間
完成までのおよその工程を教師から説明し、生
徒各自が分担したい部分の希望を取る。人数を
調整しグループ分けした後、宿題を出す
担当するグループに分かれ製作構想を打ち合わ
せる。次回までに各グループが必要とする材料、
部品の設計図、コンピュータプログラムなどの
概要をまとめてくる
１、４ ２時間
生徒の持参した案を教師が具体的にチェック
し、作業にかかれるまでに精緻なものにする
各班は自分達の理解した範囲で進捗状況を報告
し、質疑応答をする
４ １時間
制作に取りかからせに、各班に制作に当たって
の疑問点をまとめさせる
質問に対し具体的なヒントを与え解決させる
夏休み、冬休みなど自主的作業もさせる
２週に１回程度各班の進捗状況を報告させ全体
構想確認のため質疑応答をさせる
各班が制作と実験を繰り返し、全体を接合でき
るようになった時点で工夫した点を発表させる
多くの疑問点が出てきた。例えばベルに当たる
部分に鉄パイプを使うが、音階をパイプの長さ
で作ろうとすれば装置が大きくなりすぎると
か、音符の長さはどのようにコントロールする
か等。作業チームごとに解決策を練る。
理論→製作→疑問→調査・思考→理論見直しを
繰返す
１、２、４、５ ↓
この間
を繰返
す
計
３８時間
↑
各班の分担分につきまとめ上げる ４ ２時間
発表に対し質疑応答。システム全体のイメージ
を把握し協働意識を高める
４、５ ２時間
チーム間で連携しあい全体を組上げさせる 全体組上げと調整 ４、５ ４時間
研究発表会準備を各班で話し合うよう指示 発表会で理論説明と「春の小川」、「花」などを
演奏
４ １時間
１時間
全員に出来映えを評価させ改善点をまとめさせ
る
全員で発表し課題を整理 １、４ １時間
３ ）高等教育段階
1 ．の ３ ）で示した中央教育審議会答申の「学士課程共通の学習成果に関する参考指針」の内容
と今回定義した ６ 軸との対応を表1４に示す。この答申の内容は 1 ．の ６ ）で要約しておいた OECD
が提唱するキー・コンピテンシーとかなり類似点がある。文面から判断する限り、軸 1 に関しては
かなり具体的であるが、他の軸については教育課程編成に当たって具体的内容をつめる必要があ
る。学士課程のカリキュラムはそれぞれの大学、学部によって特徴があり、その数も膨大であるか
黒澤宣輝　■
31
ら全てを ６ 軸で分析することは不可能に近い。したがって参考指針に沿って作られた特定の学部・
学科のカリキュラムを、 1 つの事例として分析する程度が限界である。本論文では別の論文 ８ ）で
分析した全国私立大学・短期大学（部）養護教諭養成課程について分析した結果のみを、幼児教育
段階から高齢期段階にわたる全段階を集約した表1７の中に載せてある。
表14　 ６ 軸と学士課程共通参考指針の対応
自己の範囲に留まるコンピテンシー 他の人や事象と関わりのあるコンピテンシー
軸 1 軸 2 軸 ３ 軸 ４ 軸 ５ 軸 ６
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
知識・理解・技能・態
度、外国語の読み書き
スキル、数量的スキル、
情報通信技術力、論理
的思考力、問題解決力、
総合力、生涯学習力
倫理観
（自己の良心、
社会規範
実践力）
基本的
生活習慣、
心と体にわたる
自己管理力
知識・理解・技能・
態度、協調・
協働する力、
リーダーシップ、
総合力
社会の一員とし
ての意識、思い
やり、義務と権
利の行使、社会
発展への関与
他人の
心身の健康に
関する
支援・協力
４ ）就労期段階
1 ．の ４ ）で述べた三井銀行の TQC 活動のうち、まず表1５の「自主サークル活動」を ６ 軸に基
づいて分析する。表中、「活動の目的」は言い換えれば活動方針であり、「活動の進め方」は方針実
践の具体的方法である。後者の方がより ６ 軸を明確に示していると考えられるので両者を別々に分
析する。表の中の網掛けしたもの同士、及び網掛けなしのもの同士は対応の関係にある。
表1５　自主サークル活動の内容分析
活動の目的 該当する軸 NO. 活動の進め方 該当する軸 NO.
サービス向上、事務効率化、事
務の正確化、経費節減等
行員のモラル向上
自己啓発意欲の高揚
業務知識の向上
合理化・省力化施策への前向き
な対応
職場の人間関係の向上
全員参加の明るい職場づくり
リーダーの養成
サークル結成による組織の活性
化（相互啓発、切磋琢磨）
身近な問題解決
考える力・発言する力の養成
参加者一人一人の自己実現（自
己の能力を発揮し、他人から認
められること）
４、５
２、５
１
１
１、２、４
２、５
２、４、５
４、５
１、４、５
４
１
１、４
サークルは同じ仕事仲間中心で結成
職務上の地位・関連会社等を問わず結成
メンバーは ５ ～ ７ 名
サークルのリーダーの互選
各サークルの上にリーダー会議をおく
チーフリーダーはリーダー会議を運営
サークル活動全般を指導するアドバイザーをおく
テーマの選び方は事実に基づき困っている点、悩んでい
る点から探す
次工程（業務）への迷惑度から探す
より安く・より楽に・より早く・より正確に、の観点で
探す
メンバー全員が興味を持って参加できるものに絞り込
む、短期間（ ３ ヶ月程度）で解決できそうなものとする
会合の開き方は現状分析・要因分析を行い、PDCA を短
周期で行う
週 1 回少なくとも月 2 回は全員が集まる、会合時間は３0
分から 1 時間を目途とする、QC 手法はブレーンストー
ミングや KJ ラベルを使い全員の意見をまとめる
KJ ラベルは常時携行し気づいた時点で直ちに記入
議事録をとりアドバイザーが見る
改善案は「提案」として提出する
QC サークル発表会を行う
発表者は成果を皆に分かってもらうことで達成感を味わ
う、自信や表現力がつく
活動にけじめがつく
聞くものは、自分のサークルとの比較が出来よいものを
吸収できる
新部門の理解と知識が増える
４、５
５
４
４
４
１
２、５
１、４
１、４
１、４
１、４
１
４
１、４
１
４
１
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５ ）高齢期段階
1 ．の ５ ）で述べた高齢期の特性等を踏まえ、高齢期における生き甲斐づくりに役立つキー・コ
ンピテンシーを表1６に要約した。この内容を ６ 軸で分析する。
表1６　生き甲斐づくりに役立つキー・コンピテンシーの分析
生き方・生き甲斐＝ねらい ねらいの具体的内容 該当する軸 NO.
健康・体力を維持する 栄養の取り方、運動方法、健康管理、保健衛生、スポーツ教室 ３
余暇を楽しむ 趣味のためのマスメディア情報、趣味のための教室、教養講座、
話し相手づくりサークル
１、４、５
社会生活上必要な知識・技術の獲得 IT など新技術・時事問題等のマスメディア情報・教室、他の
世代を理解する情報提供・教室
１、５
学習や活動に自己を表現し喜ぶ 展示会や発表会、ボランティア活動、地域行事への参画 １、３、４、６
他人や社会に役立ちたい ボランティア活動教育、子ども集団の指導法 １、２、４、５
周囲や社会に影響力を持つ 参画できる組織の開拓 ４、５
高次の精神的伸長を求める 人文学、哲学、老年学等の講座 １
老いや死への直面に対し自己の存在を支え
うる心を持つこと
信教、哲学、老齢学等の講座 ２、３
年金による悠々自適な生活 高齢者のための社会福祉政策整備 ３
継続して働きたい 雇用の創出、職業訓練 １
４ ．仮説の検証
以上、生涯の各段階にわたり表 ５ ～1６で分析してきた ６ 軸ごとの該当数集計とその比率（％）を
表1７にまとめた。（　）の内数字は該当した軸 NO. の個数集計であり、（　）なしの数字は比率（％）
である。初等中等教育の比率は、中学校の ３ 年間に学ぶ教科毎の総時間数を加重平均の要素として
組み入れ算定した。したがって同じ該当数であっても比率は異なっている。小計は初等中等教育総
合の比率である。
表17　 ６ 軸毎の該当数と比率（％）
生涯の段階
自己の範囲に留まるコンピテンシー 他の人や事象と関わりのあるコンピテンシー
軸 1 軸 2 軸 ３ 軸 ４ 軸 ５ 軸 ６
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
学　力
（知育）
人間性
（徳育）
健康・体力
（体育）
観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ
幼児期 ３３%（20） １０（ ６ ） １２（ ７ ） ２５（1５） １３（ ８ ） ７（ ４ ）
初等中等教育
国語他 ４ ２９.（2３0） ８. ２（６５） ０（ 0 ） ２１.（1６５） ５. １（４0） ０（ 0 ）
美術音楽 ４. ２（112） ０. ４（10） ０. ４（10） １. ４（３８） ０. ８（20） ０. ４（10）
体育他 1 ５. ２（７６） ３. ２（４2） ３. ２（４６） １. ７（2４） ０. ６（ ８ ） ０. ３（ ４ ）
保　　健 ０. ３（12） １. ０（19） １. ０（４2） ０. １（ ４ ） ０. １（ ４ ） ０. ４（19）
道　　徳 ０. １（ ３ ） １. ４（４1） ０. １（ ３ ） ０（ 0 ） １. ８（５３） ０（ 0 ）
総合学習 ２. ５（６７） ０. ４（10） ０（ 0 ） ２. ６（６9） ０. ８（22） ０（ 0 ）
特別活動 ０. ５（1４） ０. ４（11） ０. ３（ 9 ） １. ０（３0） ０. ７（20） ０. ６（1６）
小　　計 ４２% １４ ５ ２７ １０ ２
高等教育 ３０%（８６） ３３（9７） １１（３1） ９（2６） １４（４2） ３（ ８ ）
就労期 ３２%（1５） １１（ ５ ） ― ３８（1８） １９（ 9 ） ―
高齢期 ２８%（ ６ ） １０（ 2 ） １９（ ４ ） １９（ ４ ） １９（ ４ ） ５（ 1 ）
黒澤宣輝　■
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生涯の各段階における6軸の構成比（％）
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図 2 　各段階における ６ 軸の構成比
図 2 に各段階における ６ 軸の構成比を示した。 1 軸の学力は各段階ともおよそ３0％程度、 ４ 軸の
学力を含めると幼児期と初等中等教育期は６0～７0％、他の段階でも４0～５0％で、やはり学校教育に
あっては学ぶ内容が多いのに対し、時間が限られていることから学力がキー・コンピテンシーの基
本とならざるを得ないことを物語っている。徳育・体育の重要性は唱えられているが、これに充て
るべき十分な時間が取れない現状を見て取れる。したがって、この不足分は時間外や家庭教育、社
会教育で補って行かなければならないのであるが、これが十分機能していない現状にある。就労期
の ３ と ６ 軸（健康・体力）は無記入となっているが、現実には企業等における健康管理は徹底して
いるので数値が上がってくる。今回の分析対象データでは拾えなかったので、その分が他の軸の％
を押し上げている。幼児期と初等中等教育期の ４ 軸は2５％程度でほぼ同じになっているが、近年こ
の型のキー・コンピテンシーが望まれている現れであろう。高等教育の分析対象データは、養護教
諭養成課程の教員が学生の支援及び教育的介入のために、「入学前から卒業直前まで現在このよう
な対応をしている」 ８ ）という内容のものであってカリキュラムそのものではない。したがって若
干意味合いが異なるが、 ４ 軸の％をもう少し上げたい。養護教諭としての資質向上という観点から
すれば、 2 軸及び ４ 軸の％は納得できる。幼児期と高齢期のパターンが類似しているが、本来望ま
れるキー・コンピテンシーのパターンは、このように ６ 軸にあまり偏りの無いことであろう。そし
て生涯の段階を進む毎に、 ６ 軸のキー・コンピテンシーが大きくなっていく所に人格の完成点があ
ると言えよう。
以上、分析結果を見てきたが、学校教育、社会教育、企業内教育、組織活動等向けに、別々に定
義されているキー・コンピテンシーを統一的に評価するには、仮説の ６ 軸に基づく方法が適用しや
すいことに気付いた。したがってこのことはまた、生涯にわたって学習に連続性を持たせる検討に
有効であると言える。別の言い方をすれば、生涯の各段階におけるキー・コンピテンシーを同型の
パターンとしておくと、同方向に向けての学習計画が策定され、この方向に向けた継ぎ手が形成さ
れるので学習の接続が容易になることである。
５ ．考察・結論
本論文の目的は、「生涯にわたる学習に連続性が保たれているか否か」の考察に適用できる手法
の研究にあった。そのためキー・コンピテンシーを ６ つの軸で定義し、これによって生涯の各段階
における教育を統一的評価尺度で評価することを試みた。研究での仮説は、①キー・コンピテン
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シーは生涯のどの段階においても形成され続けられるべきものである、②キー・コンピテンシーの
パターンは、生涯のどの段階においても同型であるべきである、③キー・コンピテンシーの統一的
評価尺度には ６ 軸が有効である、とした。
考察を通してこれら ３ 点について明らかになったことを示す。まず①については、人が生きて行
くために必要な知恵と技術は、生涯の各段階及び時代の変化に応じて更新されなければならない。
ここに学習することの必要性がある。幼児期から高齢期にわたって必要とされるキー・コンピテン
シーを ６ 軸に沿って見てきたが、それぞれの段階で目標とする発展の方向性は変わらず、その深さ
と広がりが異なって行くことが分った。したがってキー・コンピテンシーは生涯のどの段階におい
ても同型で形成され続けられるべきものであると言える。②、③について述べる。 ６ 軸で教育の目
標を分析するに当り、最も分析し易かったのは幼稚園教育要領であった。ここでは発達の方向性を
５ 領域で示し、本来まだ精神分化度の低い幼児に ５ つの方向性を培うべきことを明確にしている。
この ５ 領域は ６ 軸の内容とかなり類似していて、他の教育段階でも ６ 軸で分析することの必要性を
見た思いがする。初等中等教育以後の目標では知育・徳育・体育の必要性は言われているものの、
明確な区分はなく分析に困難を伴ったが、表1７のようにまとめることによって、学校教育のうち正
規授業時間以外、及び学校教育以外でいかに人格形成のための教育、徳育・体育、が必要か明らか
になった。このこともキー・コンピテンシーを ６ 軸で統一的に評価することの妥当性を物語ってく
れた。
今後、教育課程の編成やシラバスの作成、学習指導案の作成時点で ６ 軸に留意することが、児童
生徒及び学生に、学ぶ意義を理解させる上で大切と考える。また今回は言及していないが、就学期
以降の学習到達度評価において、 ６ 軸ごとのレベルが把握できていれば学習に連続性を持たせる上
からも有効であろう。
今回の分析においては幼児期と初等中等教育期では、分析対象を学習指導要領等の公示された客
観的なものとしたのに対し、それ以外のものについては分析対象を限られた範囲とし、そこから要
項・規定・特性などを抽出している。したがってこの部分については十分な客観性が得られていな
い。今後更にデータを集め一般化する必要がある。また、 ６ 軸の内容定義に沿った分析も、高等教
育期を除けば複数の者が協働で行ったものではないので偏りが無いとは言えない。同一の対象文を
複数の者が並行して分析し、その結果を照合して分析の信憑性を上げたい。
今後はこの結果を基にして、 ６ つの軸に対し各段階での比率の妥当性検討と、妥当性に問題があ
ればその部分の補填法とキー・コンピテンシーの向上策を検討したい。向上策としては、学習者・
教員とも、例えばデューイの反省的思考、メタ認知能力の向上、短周期の PDCA の連鎖づくりな
ど ７ ）参照を効果的に使うことが必要である。
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